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国⽴国語研究所による北海道各地での経年調査と新規調査
【第⼀次調査】
国⽴国語研究所では北海道における共通語化調査を実施

第1回調査 1959年（富良野調査）
第2回調査 1986年、1987年（札幌調査・富良野調査）

この他に、北海道⽅⾔研究会による調査も釧路市で実施
第1回調査 1989年（釧路調査）

【第⼆次調査】
1980年代以降の北海道における共通語化の様⼦を把握するための経年調査を実施
札幌市、富良野市、釧路市における経年調査（各地点約200⼈を対象）

これまで調査ができていなかった道南地域における調査を新規調査として実施
函館市（約200⼈を対象）調査時期：2011年から2015年

北海道内の主要都市における共通語化の経年変化を把握できる
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スタイル変異の経年変化を把握する試み
【北海道⽅⾔の特⾊】
全国各地からの移住により、共通語化が早い段階で進む
北海道への移住は１９世紀末から本格化＝２１世紀の調査

⇨「共通語化済んだら何が起こるのか」
【スタイル変異研究】
調査場⾯＝「親しい友⼈と話す場⾯」であることが多い
カジュアルな場⾯での⾔語（⽅⾔）使⽤を把握することが⽬的
それが⾔語⽣活のどの部分を調査しているかはわからない。

⇨ 異なる場⾯（フォーマルな場⾯）を設定し、カジュアルな場⾯との⽐較を⾏う
「ふだんの場⾯」と「テレビでインタビューを受けている場⾯」との⽐較

スタイル変異の経年変化の事例：「とうもろこし」を場合
【第⼆次調査での問】
（１）この野菜はふだん何と⾔っていますか。次の⾔い⽅のうち、⾃分で⾔うことがあるものをすべて選んでください。
（２）同じ物ですが、もしテレビ番組の取材で、外国⼈のレポーターから、この野菜は何ですかと聞かれて答えるとします。

次の⾔い⽅のうち、⾃分で⾔うことがあるものをすべて選んでください。
１（ア）とうもろこし ２（イ）とうきび ３（ウ）とうきみ
４（エ）きび ５（オ）きみ ６ どれも⾔わない

【調査結果】 （１） 札幌市 （２）富良野市

（３） 釧路市 （４）函館市
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